
初版刊行から7年ぶりの待望の改訂版！ 

 数々の法改正や実務動向の変化を踏まえ、 

全面的に解説を見直した全訂版 

✔後見制度支援信託や信託口口座などについても、新たなQを設けて解説。 

✔総勢3４名の大手銀行の法務担当者、銀行実務に携わる弁護士らが預金払戻請求・取引

経過開示請求等に対する銀行の対応とその論理を、家事事件の類型ごとに解説。 

 Q＆Ａ 家事事件と 

 銀行実務 【第2版】 
成年後見・高齢者・相続・遺言・離婚・未成年・信託 
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【設問例】 

【収録している主な改正法の内容】 

●成年後見人の死後事務等に係る民法及び家事事件手続法改正（平成28年法律第27号） 

●法定相続情報証明制度に係る不動産登記規則改正（平成29年法務省令第20号） 

●いわゆる債権法の大改正である民法改正（平成29年法律第44号） 

●いわゆる相続法の大改正である民法及び家事事件手続法改正（平成30年法律第72号） 


